
原発依存低減へ「共創会議」始まる

1，おおい町商工会会長（荒木和之）発言
・福島原発事故により、「原発だけで何とかなるとの思いがひっくり返った」
・「若者の挑戦を応援して、関係人口を増やしたい」

2，国立社会保障・人口問題研究所
・2045年立地3町の人口予測 9500人×0．7≦6600人

2015年比で、3〜4割に減少 9500人×0．6≦5700人
・新庄区 557人（R2年） 550×0．6≦330人

生産年齢人口 殆どが高齢者
2000人〜3000人
行政の住民サービスの維持は出来るか

3，「廃炉ビジネス」 （ある地元業者）
・「廃炉には数十年かかり、1年当たりの費用は定期検査の1回にも及ばない」
・「技術的にも入れる余地が少ない」

4，福井県「嶺南Eコースト」計画」（2020年）
・原子力だけでなく、嶺南を水素や再エネなどを活用した「スマートエリア」と
�して、新たな産業を育成する
・「嶺南」（若狭地域） 「コースト」（海岸線）

5，国主導の「共創会議」（2021年6月）
・国や電力会社が地元と連携し、主体的に地域振興に取り組む
・補助金の受け皿組織？ 本気度が試される
・脱炭素化と原子力の位置づけ

次期エネルギー基本計画に明記されず
河野、小泉大臣、菅官邸の意向？

6，新庄区としての提案 ＜Eの地域自給＞
・大日地係

ソーラーで水素生産 Eの地域自給
GPI社との連携模索

・大谷原地係
ソーラー&温水器&バイオマス（熱）



地域冷暖房､お風呂の給湯、電気
・風力発電計画

GPI社 環境影響調査へ


